
日本共産党　仙台市議団ニュース
№679　2017 年 12 月号　日本共産党仙台市議団　仙台市青葉区国分町３丁目　仙台市役所内
☎214-8786　fax211-8084　メール jcpsendai@nifty.com

　庄司議員「2008年の国連総会で声明がだ
された。『世界中のすべての国で、性的指向
や性自認を理由に暴力、嫌がらせ、差別、排
斥、非難、偏見が人々に向けられていること、
そして、これらの行為が、暴力の対象とされ
た人々の誠実さや尊厳を傷つけていること
を憂慮する』。この声明は、日本を含む66か
国が賛同した。2011年には、国連人権委員
会で人権決議がなされた。
　このように性的指向、性自認を理由とした
差別禁止が国際的な潮流となるなかで、国
連声明、決議を仙台市はどのように受け止
めているか」
　郡市長「徐々に多様性への理解が広がっ
ている。しかし、誤解や無理解からくる偏見、
差別があって、当事者は傷ついている。本市
では、男女共同参画仙台プラン2016で、はじ
めて多様な性のあり方の理解促進を明記し
た。当事者によりそった支援をしていく」

　庄司議員「LGBTなど性的マイノリティの
方々は、日本では人口の5％程度、約600万
人と言われている。決して少なくない人数
だ。にもかかわらず、当事者の方々は、見え
ない存在として生きることを強制されてい
る。人知れず悩み苦しんで孤立してしまった
結果、自分の心を押し殺しメンタルヘルスを
悪化させてしまう方が多い」
　郡市長「当事者の声を聞き、どのような支
援が必要かをいっしょに考えていく姿勢が必
要だ」

LGBTとは

L…レズビアン：女性の同性愛者
G…ゲイ：男性の同性愛者
B…バイセクシャル：両方の性を好きになる人
T…トランスジェンダー：性同一性障害など体の性と
      心の性が一致しない性別違和感を持つ人

性的な指向や性の自認によって困難を抱
えている人たちの権利保障と支援は、社会
全体の課題となっています。庄司あかり議
員は、当事者の声も紹介しながら、施策の
充実を求めました。

　　　　　　　　　　　　速報　仙台市議会　一般質問・庄司あかり

国連の声明、人権決議

市職員向けの研修

具体的な施策の推進

生きづらさの現実

多様性、認め合う社会

LGBT　性的マイノリティ

　庄司議員「11月16日、初めて、職員向けの
LGBTに関する研修が行われた。大学教授の
講義と当事者3人からの報告だった。多数の
感想が寄せられている。
『当事者のお話を聞いて、世の中の当たり前
や普通で通っていることが人を苦しめてい
ることがあることに気付いた』
『当たり前の個人としてかかわっていけるよ
う自分の意識を変えなくてはならない』
『どの業務を行うにも必要な知識と思う』
　LGBT当事者の市民が窓口を訪れたとき
の配慮など、職員の理解を深め適切な対応
を行うためにも研修は欠かせない。
　仙台市男女共同参画推進計画に初めて、
性的マイノリティの文言が書き込まれた。全
庁的に施策の推進をはかることが求められ
ている」
　市民局長「市長をトップとする男女共同参
画推進本部も活用し、庁内横断的に取り組
む」

　庄司議員「性別を問われることに苦痛を
感じる方への配慮として、市の各種書類やア
ンケートでは不要な性別欄を廃止すること、
図書館等で通称での利用者カードを作成で
きることの周知、市立病院での同性パートナ
ーへの情報提供など必要だ」
　市民局長「書類については、印鑑登録など
100件で性別欄を廃止した。図書館での利
用カードは、通称名での発行可能を周知す
る。市立病院は、同性パートナーとの関係を

確認し妥当と判断した場合、
診療情報を提供する」
　庄司議員「LGBTの方々が
直面する困難は生活のあら
ゆる場面で起こる。理解促進
と差別解消をはかるために
相談・支援を行う専門部署が
必要だ」
　市民局長「次期プランの改
定のなかで議論していく」



　庄司議員「トランスジェンダーの
方から話をうかがった。体は男性、
心は女性で、性同一性障害と診断
された方で、普段は、女性の服装を
している。ご苦労をうかがったとこ
ろ、仙台で温泉を楽しもうにも、ど
ちらにも入れないので家族風呂な
どがあるところを選ぶと『ひとりで
の利用は、できない』と言われたり、
利用できても追加料金がかかって
しまったりする。また、トイレはどち
らに入るべきかで悩んでしまう。生
活するうえで様々な困難があると
の話だった」
　郡市長「私もお話を聞く機会を
設けるなどして、当事者のみなさま
とともに、多様性を認め合える社会
づくりをしていきたい」

　庄司議員「トランスジェンダーの
方でも利用しやすいのが多目的ト
イレだ。最近では『みんなのトイレ』
や『だれでもトイレ』など、車いす利
用や赤ちゃんのおむつ替え以外に
も、オールジェンダーで誰でも使い
やすい名まえをつけて配慮してい
るトイレをよく見かける。
　仙台市は、庁舎建て替えにあた
っては、市民だれもが気兼ねなく利
用できる『だれでもトイレ』を中心
に設置すべきだ」
　財政局長「性的少数者を含むす
べての人の使いやすさを求めたユ
ニバーサルデザインは大変重要。
整備方針のひとつとして検討する」

　庄司議員「民間団体が行った
LGBTの学校生活調査では、自分が
LGBTかもしれないと気がついた学
年について、ゲイ・レズビアン、体が
女性で性別違和がある人の場合
は、中学1～2年生が最多で、小学6
年生から高校1年生の間に自覚し
たとの回答が半数を占めている。
体が男性で性別違和がある人の場
合は、25％が小学校入学前に自覚
したと回答している。
　小学校から高校の間に、LGBTで
あることを『誰にも言えなかった』と
回答したのは4割、言えなかった理
由は『理解されるか不安だった』
『話したらいじめや差別を受けそう
だった』が上位となっている」
　教育長「学校現場で相談を受け
対応するためには、日ごろから教職
員が理解していて、子どもたちとの
信頼関係を構築することが肝要」

　庄司議員「先ほどの学校生活調
査では、いじめや暴力について7割
が身体的暴力・言葉による暴力、性
的な暴力、無視、仲間はずれのいず
れかを経験しており、そのうち3割
が自殺を考えたという。
　『みんな平等、一人ひとりが個性
を発揮しよう』ということを教育の
なかで伝えることが求められてい
る。学校には、病気や障害を抱える
子、家庭や経済状況に困難を抱え
ている子など、いろいろな子どもた
ちがいる。教育の中に、多様性への

　庄司議員「学校で相談・支援に応
じることのできる体制を整備するこ
とが必要だ。原則、相談した子ども
の同意を前提とするなど配慮し、相
談には、スクールカウンセラーやス
クールソーシャルワーカー、養護教
諭などを中心に対応を進めるのは
もちろん、すべての教職員を対象に
研修を実施すべきだ」
　教育長「来年度、相談窓口になる
ことの多い養護教諭を中心に研修
を実施し、教職員への伝達講習を
すすめる」

　庄司議員「まずは、市役所で、ト
イレや更衣室などのほか、同性パ
ートナーの権利保障、家族手当や
慶弔休暇などの労働条件、性自認
で困難をかかえる人についての人
事管理や戸籍変更などに関し、前
進をはかるべきだ」
　総務局長「性的少数者へのハラ
スメント防止の必要性の周知をは
かり、誰もが働きやすい職場となる
よう取り組む」

温泉での男湯と女湯の区別。どう解決
するか、知恵の出しどころだ。

各種書類や申請書のなかで、性別欄が
あるのは普通。しかし、性別記載の不必
要なものも多々ある。

こんな表示で困る人たちがいる
ことを知らなくては。

庄司あかり議員の一般質問より

当事者の声
行政がしっかり聞く

ことが非常に重要。

LGBT当事者に
苦悩を強いてい
る日常の現実

生活するうえで
の困難の数々

一人ひとりが個性
を発揮しよう

トイレのこと

学校での相談・支援

職場での理解促進

教育現場や職場で理解すすめる

認識を入れていくことは、LGBTだ
けの問題ではなく、すべての子ども
の多様性を保障することにつなが
る」
　教育長「あらゆる他者を価値ある
存在として尊重し、個々の多様性を
尊重できる態度の育成に努める」


